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生薬学的研究の結果、岩手県産は C. japonicum、長野県産は C. nipponicum, C. purpuratum など、
群馬県産は C. tanakae subsp. nikkoense など、静岡県産は C. nipponicum var. incomptum など、
香川、徳島県産は C. nipponicum var. shikokianum などを基源とすると確証した。なお中でも C.
japonicum は本州、四国、九州に最も普通に分布する種であり、全国 175ケ所に生育するものについ
て内部構造を検討した結果、生育地の環境要因により一定の変異があることを確認した。
中国古来の大蔚、小繭は本草文献的考証の結果、 Cirsium 属植物あるいはその近縁種の Breea 属
植物を基源とするものであろうと思われ、現在市販の広東省産香港市場品は Cirsium japonicum DC. 
の近縁種であろうと思われ、台湾産大小蔚は C. a 1 bescens , C. japonicum var. australe などを基





中国産続断は本草学的研究により Dipsacus aper の根を基源とすることを明らかにし、現在の市
販品も本種であることを決定した。
和続断は Cirsium 属植物の根が用いられ採集地により C. japonicum, C. nipponicum, C. purpuｭ
ratum 等を基源とすることを生薬学的研究により確証した。
大小蔚は Cirsium 属植物あるいは近縁の Breea 属植物を基源とすることを証明した。
以上の成果は学位論文として十分価値あるものと認める。
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